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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は、所得再分配によって人々の幸福度がどれだけ改善されるかを明らか
にすることである。この目的を達成するため、まず、所得と幸福度のパネルデータを用いて不平等回避仮説が成
立するか否かを調べ、アメリカでは平等によって幸福になる傾向がみられたが、日本ではむしろ、他人より高い
所得を得ていることに幸福を感じることが分かった。次に、仮想的な所得再分配シナリオについて日本人全体の
幸福度がどのように変化するかを推定した。中間の所得階層には手を付けず、高所得層に累進課税して低所得者
層に等分に分配した場合、幸福度は10％の経済成長と同じ程度改善されることが分かった。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study is to determine the extent to which income 
redistribution improves people's happiness. To achieve this objective, we first examined whether the
 inequality aversion hypothesis holds or not using panel data on income and happiness, and found 
that people in the U.S. tend to be happier with equality, while people in Japan rather feel happier 
with a higher income than others. 
  Next, we estimated how the overall happiness of the Japanese would change for a hypothetical 
income redistribution scenario. We found that if the middle income bracket were left untouched, and 
the higher income bracket was taxed progressively and distributed equally to the lower income 
bracket, the improvement in happiness would have about the same effect as 10% economic growth.

研究分野：幸福の経済学
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
所得再分配が好ましいかどうかは、多くの民主主義国において大きな論争点である。通常、貧困層は再分配によ
って利益を得、富裕層は不利益を被る。本研究課題はこの問題を考える際に有益な二つの情報を提供する。第1
は、日本においては、貧困層は再分配に賛成し、富裕層は反対するという結果である。第2は、再分配によっ
て、どれだけ富裕層は不幸になり、貧困層は幸福になるか、そして両者を合計した日本人全員の幸福度はどれだ
け改善されるかである。われわれは、日本で行われているような再分配は、10％の経済成長と同程度の効果があ
ることを明らかにした。これは、所得再分配の可否を考えるうえで、国民・政府にとって有益な情報である。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
日本は第２次大戦後の高インフレ1と占領軍による農地改革で、資産と所得の両方において格差
は小さくなった。その結果、日本人は一億総中流家庭と呼ばれるほど、ほとんどの人が中流意識
を持つようになった。2019 年に至っても、自分の生活程度の評価は、上＝1.3（％）、中の上＝
12.8、中の中＝57.7、中の下＝22.3、下＝4.2 という結果である（国民生活に関する世論調査、
内閣府）。その一方で、2000 年に入ったころから、所得格差が拡大していることが指摘され始め
た。その大きな部分は、所得格差の大きな高齢者の人口比率が増えたことによるが、小泉政権が
日本型労働慣行の是正のために導入した契約社員制度などによって「非正規労働」が増え、その
多くが低賃金であったために所得格差が拡大したとの認識が広まった。実際には、厚生労働省
（所得再分配調査）によると、1980 年ごろから一貫して所得格差は拡大している（ただし、再
分配所得の格差拡大はそれほど顕著ではない）。OECD 諸国と比較すると、日本はむしろ格差の大
きな方に属する。一方で、日本は最近 30 年間にわたって一人当たり所得が停滞している事実が
あり、格差の拡大よりも、貧困の問題の方が切実であるかもしれない。この問題に接近するため
に、人々の主観的幸福感に注目すると、違った様相が見えてくるかもしれない。研究代表者と分
担者はこれまで、地域間格差を各地域の幸福度で測定して、所得格差とは異なる実相を発見した
ことがあり、本研究課題もそのような発見を期待した。 
 
２．研究の目的 
本研究は、所得再分配によって人々の幸福度がどれだけ改善されるかを、日本人の所得と幸
福度のデータを用いて明らかにすることを目的とする。 
(1) 具体的には、第 1に、不平等回避仮説が日本において成立するか否かを調べる。不平等
回避仮説は、Fehr and Schmidt (1999, QJE)によって提唱され、独裁者ゲームや最後通牒
ゲームの結果を説明する理論として高く評価されている。これは、人々は平等を好み、自分
が参照する人の所得より低い場合にも高い場合にも負の効用を感じるという仮説である。こ
の仮説が採択されれば、人々が平等を好むことを示唆するので、平等化が社会的な厚生を増
進させる可能性は大きくなる。われわれは、効用の代理変数として主観的幸福感を用いて分
析する。われわれの知る限り、不平等回避仮説を経済実験によって分析した研究はたくさん
あるが、アンケート調査の主観的幸福感データを用いた研究はない。 
(2) 第 2の目的は、所得の再配分によって日本人の幸福度の総計が増えるかどうかを、仮想的な
所得再分配を想定してシミュレーション分析で明らかにすることである。経済学が想定する
ように効用関数が全域で逓減的であれば、所得の再配分は必ず、厚生を改善するはずである。
本研究課題では日本の実際のデータを用いて実証する点に特徴がある。 
(3) 第 3 の目的は、平等化が労働のインセンティブを損なうかどうかを明らかにすることであ
る。 

 
３．研究の方法 
本研究課題では、アンケート調査によって得られた所得と幸福度のデータを用いて分析する。具
体的には、2009 年から 2013 年に行われた、「暮らしの好みと満足度」（大阪大学 COE）のデータ
を用いる。 
（1）「暮らしの好みと満足度」では、自分の世帯所得だけではなく、「周りの人の所得」を尋ね
ているので、それを参照所得として、幸福度を自分の所得と、自分の所得より高い「周りの人の
所得」と自分の所得より低い「周りの人の所得」に回帰する。 
（2）幸福度を自分の所得に回帰して、各所得階層の所得感応度を推定する。その所得感応度を
用いて、いくつかの所得再分配シナリオに基づいて、各所得階層の幸福度の増減を計算する。 
（3）アンケート調査を実施して、平等化が労働のインセンティブを損なうかどうかを明らかに
する。 
（4）「暮らしの好みと満足度」のデータを用いて非労働所得が増えた場合に、労働時間が減るか
どうかを検定する。 
 
４．研究成果 
(1) 推定は日本とアメリカのデータを用いた。推定結果は次表に示している。日本とアメリカの
両方で、世帯所得は有意に正、自分の所得より高い「周りの人の所得」は有意に負である。
後者は周りの人の所得が高いと幸福度が下がることを示す。一方、自分の所得より低い「周
りの人の所得」は日本では有意に正、アメリカでは有意に負で対照的である。これは、周り
の人より自分の所得が高いと日本では幸福であり、アメリカでは不幸であることを示してい
る。Fehr and Schmidt (1999, QJE)の不平等回避ではアメリカ人のような反応を期待してい

                                                   
1 1934～36 年の卸売物価ベースでみると 1949 年までに約 220 倍、1945 年ベースでみても
約 70 倍というハイパー・インフレ 



2 
 

る。つまり、自分の方が金持ちだと思うと申し訳ないと思い、より平等な社会をよしとする
わけである。これに対し、日本人は平等が良いと思っているわけではなく、人より高い所得
を得ていることに幸福を感じることが分かる。われわれはこれを優越仮説と名付けた。さら
に、なぜ、日米でこのような違いがあるのかをデータで解明した。この分析の問題は、固定
効果モデルを使った場合には、このような結果が全く確認できないことである。また、ハウ
スマン検定によると、ランダム効果モデルは棄却されて固定効果モデルが支持される。この
問題がなぜ生じるかについて、いろいろなアプローチを調べたが、いまだ解決に至っていな
い。 
 
(2) 日本の個人所得と幸福度のパネルデータを用いて、幸福関数を個人効果モデルで推定し、そ
の推定結果を用いて、いくつかの仮想的な所得再分配シナリオが実施された場合に日本人全
体の幸福度がどのように変化するかを推定した。得られた結果は次のようにまとめられる。
①0から 10の 11 段階の幸福尺度で、全員の所得が同じになるように再分配する（完全再分
配）と、全体の幸福度は 0.026 改善する。②中間の所得階層には手を付けず、高所得層に累
進課税をして低所得者層に等分に分配する（部分的再分配）と全体の幸福度は 0.012 改善す
る。③国民全員について 10％所得が多くなると、全体の幸福度は 0.013 改善する。④したが
って、部分的再分配の幸福度の改善は 10％の経済成長とほぼ同じ効果をもつ。⑤ 以上は回
帰分析を用いた結果であるが、関数の補間法を用いると、①から③の幸福度の改善は、それ
ぞれ、0.0139, 0.080, 0.007, 0.07 と、回帰の約 5～7倍の大きさであるが、④の結果は確
認される。⑥本人が自分の所得だけでなく、自分の資産から幸福度を得るというモデルを用
いても、所得に関する上記の結果は変わらない。ただし、資産について再分配を行うことに
よって所得ほどではないが、日本人全体の幸福度を上げることが可能である。⑧日本の現実
の所得再分配について厚生労働省が公表しているデータを用い、補間法を用いてその所得再
分配の効果を計算すると、日本人全体の幸福度は 0.267 改善する。これは完全再分配の 2倍
の大きさであり、明らかにおかしい。この結果は厚生労働省のデータでは、再配分前の所得
として、年金所得を除外しているために起きている。それを修正すると、幸福度の改善は
0.071 とほぼ、部分的再分配に匹敵する。 
 
 
(3) 3098 人を対象とするアンケート調査（社会のあり方と幸福に関するアンケート調査）を行っ
た。その結果によると、①「人々がどれだけ働くかに関係なく、同じ収入が得られる社会」
や「働いた成果によって収入が異なるが、政府の所得再分配によって所得が完全に同じにな
る社会」を望ましくないと考える人は 60％にのぼった。同様に、「どんなにさぼっても生き
ていける社会」は 68％が望ましくないと答えた。一方、「働いた成果によって給与が決まっ
ている社会」は 54％が望ましいと答えた。②さらに、「完全に平等な社会になって、どれだ
け働くかは収入に関係せず、全国民が同じ給与をもらう場合」には「さぼる」と答えた人は
56％であった。③「何らかの理由で、あなたの賃金率または税率が変化して、収入がそれに
応じて変化することになったとします。この時、あなたは働く時間をどのように変えますか」
という質問をしたが、その回答から傾向を読み取ることは難しかった。これは、賃金に対す
る労働供給関数は、所得効果に影響されるためだと思われる。 
 
(4) 「暮らしの好みと満足度」（大阪大学 COE）調査では、回答者の労働時間・労働所得・非労働
所得、配偶者の所得のデータが掲載されている。このデータを用いて、労働供給関数を推定
した。賃金の係数は有意に正、配偶者の所得（もしくは配偶者所得＋非労働所得）の係数は
有意に負であった。この結果は、所得再分配で自分の労働所得以外の所得が増えた（減った）
場合に労働時間を減らす（増やす）可能性を示唆している。この問題の検討は今後の課題で
ある。  
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